
Fig.１.春期調査における全サイトと継続サイトの最大個体数合計の

推移 （2000年度から2023年度の全サイトN=160,継続サイト

N=38） 年次変動の大きい海上生活者のヒレアシシギ類は除外。 
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 2023年度春期調査は、2023年4⽉1⽇から2023年5⽉31⽇までの期間実施しました。全国118サイト
（暫定値）で調査が実施し、このうち⼀⻫調査（2023年4⽉25⽇を基準⽇とした前後１週間の調査）には
103サイトが参加しました。⼀⻫調査期間では、シギ・チドリ類43種38,658⽻のほか、へラサギ2⽻、クロツラヘラ
サギ24⽻が記録されました。春期の全サイトの最⼤個体数（調査期間内に記録された各種個体数の最⼤値）
の合計では、シギ・チドリ類47種60,604⽻のほか、1,375⽻、へラサギ16⽻、クロツラヘラサギ230⽻、ズグロカモ
メ25⽻が記録されました。 
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全国118ヶ所のサイトで参加 

Fig.２.  2023年度春期調査における種構成比 

 個体数 

 2000年度春期以降の「全サイト」と「継続サイト
（2000年から調査を継続しているサイト）」のそれぞ
れの最⼤個体数の合計を、ヒレアシシギ類（年次変動
が⼤きく、海上⽣活者であるため）を除いてグラフに⽰
しました（Fig.1）。全サイトには廃⽌済のサイト・新規
サイトが含まれるため、継続サイトとは傾向が異なる場
合があります。調査年の実績を⽰すために全サイトを、
経年変化を把握するために継続サイトを解析していま
す。最⼤個体数の合計を前年度春期と⽐べると、全サ
イトでは8,561⽻減少し60,587⽻、継続サイトでは
781⽻減少し39,500⽻となりました。全サイト、継続

サイトともに過去2年連続で減少しました。全サイトでは減少傾
向を、継続サイトではやや緩やかな減少傾向を⽰しています。 

 最⼤個体数における個体数上位５種は、ハマシギ（43.8%）、ト
ウネン（11.9%）、チュウシャクシギシギ（11.3%）、キアシシギ
（6.0%）、ダイゼン（3.9%）となりました（Fig.2）。上位10種
では、10位のアオアシシギ以外は前年と同じ構成でした。全体の半数
をハマシギが占める傾向は例年と同じでした。それぞれ全体の約11〜
12％を占めるトウネンとチュウシャクシギについては、前年に⼤きく減少
したトウネンは増加し、⼀⽅でチュウシャクシギ、キアシシギは減少した
ためトウネンの順位は2位となっています（Fig.3）。 

前年に⽐べトウネンの個体数が増加 

その他 

Mar. 2024 

春期の個体数は2年連続減少 



  
 50⽻以上観察されたサイトのうち最も個体数が多かった
サイトは例年と同じく⼤授搦（佐賀県）で、2位の中津
⼲潟（⼤分県）の約3倍の記録がありました。以下、三
番瀬（千葉県）、球磨川河⼝（熊本県）、藤前⼲潟
（愛知県）が上位であり、例年同様、九州や太平洋側
のサイトに個体数が多く⾒られる傾向がありました（Table
２）。また、上位10サイト中7サイトで減少していました。
⼀⽅、減少数が⼤きかったサイトには、中津⼲潟（⼤分
県）、早津江川河⼝（川副町）（佐賀県）、⿅島新
籠海岸（佐賀県）、不知⽕⼲潟（熊本県）など九州
のサイトが含まれていました。また、増加したサイトには、湯
沸湖（北海道）、稚内市声問（北海道）、⿃の海
（宮城県）と北海道・東北のサイトが含まれていました。
今年度の春期調査では、前年の北海道地域の⼤幅な減
少に対する増加と、九州地域を中⼼とした⻄⽇本サイトの
減少が広く記録されていると考えられます。 
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 種別の最⼤個体数の前年⽐較では、増加数ではト
ウネンが2,432⽻と最も増加しました（Table１左
表）。減少数ではハマシギが最も減少し、-4,776⽻
（約15％減少）でした（Table１右表）。減少数
上位のキアシシギ、キョウジョシギ、チュウシャクシギが、
1,000⽻以上の減少となった⼀⽅、増加数上位のオ
バシギ、ミヤコドリ、ミユビシギは、200⽻以下の増加と
なり、減少数が⼤きい種が⽬⽴ちました。また、増加率
では、オバシギが約2.25倍に増加しており、減少率で
はソリハシシギが⾼く、-45％に半減していました。 

チュウシャクシギ、キアシシギが減少 
Mar. 2024 

Table１.  2023年度春期における種別の最大個体数の前年差 左表：増加上位5種、右表：減少上位5種 
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北海道のサイトで増加傾向 
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Fig.３. 2023年度春期調査における最大個体数上位10種の順位の

変化（2000年度から2023年度） 

Table ２.  2023年春期における最大個体数上位10サイト 


